
2023年（令和５年）４月30日　　（6）第262号 あ か し 市 議 会 だ よ り
　
西
明
石
駅
周
辺
の
再
開
発

　
　
　
　

��

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
し

�

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

問�　
西
明
石
駅
周
辺
の
再
開

発
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

と
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由

通
路
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
現
在
、
本
市
は
西
明
石

地
区
全
体
の
活
性
化
に
向

け
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の

協
定
に
基
づ
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

�　
具
体
的
に
は
、
駅
ビ
ル

や
改
札
口
、
駅
前
広
場
、

ア
ク
セ
ス
道
路
、
地
域
交

流
拠
点
お
よ
び
南
畑
歩
道

橋
の
整
備
、
駅
南
側
の
土

地
の
高
度
利
用
に
よ
る
良

質
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
予
定
し
て
い
る
。

　

�　
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
は
令
和
３
年
に

取
得
し
た
六
甲
バ
タ
ー
工

場
跡
地
に
改
札
口
を
含
む

駅
ビ
ル
を
、
本
市
は
駐
輪

場
と
駅
前
広
場
を
整
備
す

る
。
ま
た
、
駅
前
広
場
か

ら
南
側
に
伸
び
る
市
道
西

明
石
３
２
４
号
線
に
つ
い

て
も
、
拡
幅
整
備
を
行
う

こ
と
で
安
全
安
心
な
歩
行

者
空
間
を
整
備
し
て
い
く
。

ア
ク
セ
ス
道
路
や
地
域
交

流
拠
点
に
つ
い
て
は
、
地

元
説
明
会
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

　

�　
自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、

構
造
や
費
用
面
か
ら
実
現

は
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
本
市
は
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
側

と
継
続
し
て
協
議
す
る
。

問�　
２
０
５
０
年
に
お
け
る

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
の
施
策
お
よ
び
そ
の

取
り
組
み
の
重
要
な
要
素

の
一
つ
で
あ
る
ブ
ル
ー
カ

ー
ボ
ン
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、

徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
最
大
限
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
不
可

欠
で
あ
る
。
令
和
５
年
度

は
、
小
中
学
校
２
校
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

６
年
度
以
降
も
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

　

�　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
、

海
草
な
ど
の
海
の
植
物
に

取
り
込
ま
れ
る
炭
素
の
こ

と
で
陸
上
の
植
物
と
同
様

に
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源

と
し
て
地
球
温
暖
化
対
策

に
な
る
た
め
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
、
近
年

注
目
さ
れ
て
い
る
。
海
に

面
す
る
本
市
に
と
っ
て
炭

素
の
吸
収
量
を
増
や
せ
る

余
地
が
大
き
く
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
有
望
な
取
り

組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
脱

炭
素
だ
け
で
な
く
、
水
産

資
源
の
確
保
や
生
物
多
様

性
の
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
等
と

意
見
交
換
・
情
報
共
有
を

図
り
、
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

市い
ち
原は
ら
幸さ
ち
惠え

氏
（
69
歳
・
明
石

市
）
を
引
き
続
き
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
税
理
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
神
戸
税

理
士
協
同
組
合
理
事
や
全
国

女
性
税
理
士
連
盟
副
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
全
国
女
性

税
理
士
連
盟
相
談
役
な
ど
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
か
ら
同
委
員
に

就
任
し
、
今
回
で
４
期
目
と

な
り
ま
す
。

　
本
市
の
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
は
３
人
で
、

任
期
は
３
年
で
す
。

問�　
全
市
民
へ
３
千
円
の
サ

ポ
ー
ト
利
用
券
を
配
布
す

る
事
業
の
成
果
を
問
う
。

答�　
第
２
弾
と
な
る
市

民
全
員
・
事
業
者
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
、
長

く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
、
原
油
価
格
や

物
価
の
高
騰
に
直
面

す
る
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
と
と
も
に
、

市
内
の
経
済
活
動
を

支
え
る
た
め
の
緊
急

生
活
支
援
策
と
し
て

実
施
し
た
。

　

�　
１
人
当
た
り
３
千

円
の
サ
ポ
ー
ト
利
用
券
を

世
帯
ご
と
に
配
達
し
、
宛

て
所
不
明
、
ま
た
は
長
期

不
在
で
受
け
取
れ
な
か
っ

た
方
を
除
く
約
30
万
３
千

人
、
約
99
％
の
市
民
に
配

布
し
た
。

　

�　
利
用
券
が
使
え
る
店
舗

や
事
業
所
は
、
事
業
開
始

当
初
か
ら
大
幅
に
増
加
し
、

事
業
終
了
時
に
は
１
２
２

５
店
舗
で
あ
っ
た
。
利
用

券
は
、
発
券
額
約
９
億
２

千
万
円
に
対
し
、
換
金
額

は
約
８
億
８
６
０
０
万
円
、

使
用
率
は
約
96
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
�　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
民
か
ら
喜
び
の
声
を
多

く
い
た
だ
き
、
市
民
の
生

活
支
援
に
有
効
に
活
用
さ

れ
、
市
内
事
業
者
へ
の
経

済
的
支
援
に
も
成
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問�　
空
き
地
対
策
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
空
き
地
に
つ
い
て
、
敷

地
内
の
雑
草
等
を
放
置
す

る
と
、
害
虫
の
発
生
や
不

法
投
棄
な
ど
の
問
題
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
も
あ
る
た

め
、
明
石
市
の
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
関
す
る
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
土
地

所
有
者
に
適
正
な
管
理
を

指
導
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
職
員
が
現
況
調
査

の
上
、
土
地
所
有
者
を
確

認
し
文
書
指
導
を
行
う
が
、

雑
草
等
の
除
去
が
行
わ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
指
導
内

容
を
強
化
し
た
文
書
を
送

付
し
、
土
地
所
有
者
に
口

頭
で
指
導
し
て
い
る
。

　

�　
空
き
地
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
は
、
年
間
１
０
０

件
前
後
あ
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
解
決
し
て
い
る
が
、

一
部
の
空
き
地
に
関
し
て

は
、
長
期
に
わ
た
り
土
地

所
有
者
の
適
正
な
対
応
が

行
わ
れ
ず
、
問
題
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
空
き
地
も

あ
る
。

　

�　
解
決
に
向
け
て
は
、
職

員
の
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
同
条
例
の
規
定
に

よ
る
勧
告
、
命
令
、
懲
罰

な
ど
の
適
用
を
視
野
に
入

れ
、
土
地
所
有
者
に
対
し

指
導
を
行
っ
て
い
く
。

暮らしと地域経済を守る
市民全員・事業者サポート事業
利用券の使用率は約９６％

市内 1225 店舗が協力

空
き
地
対
策

　
適
正
な
管
理
へ

�

所
有
者
を
指
導

脱炭素社会の実現に向け
学校に太陽光発電を設置

ブルーカーボンにも注目

　第 1回定例会 3月議会で可決した議案内容を一部紹介します。
◎明石市こどもの養育費に関する条例を制定します
　（議案第１号　明石市こどもの養育費に関する条例制定のこと）
　この条例は、こどもの最善の利益を実現するために制定します。そ
の内容は、こどもの養育費確保支援に係る基本理念（※１）を定め、市、
父母および市民等の責務（※２）を明らかにし、こどもの養育費確保
支援に関する施策を推進するための基本となる事項（※３）を定める
ものです。
≪内容≫
　基本理念（※１）
　　①こどもの最善の利益を優先して考慮すること。
　　②こどもの意見を尊重し、こどもの立場に立って行うこと。
　　③�保護者および市がこどもの最善の利益のために相互に継続的に

連携すること。
　責務（※２）
　　①�市は、こどもの養育費確保支援に関する基本的かつ総合的な施

策を実施する。
　　②�父母は、養育費について必要な事項を取り決め、これを誠実に

遵守するよう努める。
　　③�市民等は、こどもの養育費確保支援に関する施策に協力するよ

う努める。
　支援策（※３）
　　①�保護者および市民等の関心や理解を深めるため必要な広報や啓

発を行う。
　　②総合的な相談支援体制の構築を図る。
　　③養育費を確保するために必要な経済的支援を行う。
　市長は、本条例の施行状況や社会情勢を勘案し、養育費の支払義務
の不履行に対する罰則の制定の可否やその他のこども養育費を確保す
るために必要な方策について検討を行い、その結果に基づき必要な措
置を講ずることとしています。

令和４年　明石市議会の会期および議決事項件数

区　　分
開
会
日

閉
会
日

会
期
日
数

市長提出議案 議員・委員会
提出議案

条
　
例

予
　
算

決
　
算

契
　
約

人
　
事

そ
の
他

計
提
出
数

可
決
数

否
決
数

可
決
数

第１回定例会 
３月議会 2/21 3/25

130

14 25 － 1 － 5 45 44 1 ５※ ５※

第１回定例会 
４月議会 4/6 4/7 － 1 － － － － 1 1 － 2 2

第１回定例会 
５月議会 5/13 5/13 － － － － 2 － 2 2 － － －

第１回定例会 
６月議会 6/9 6/30 5 3 － 3 2 － 13 13 － 1 1

第２回定例会 
９月議会 9/6 10/12

106
2 2 13 － 3 2 22 21 1 2 2

第２回定例会 
12 月議会 11/29 12/20 9 5 － － 2 10 26 26 － － －

計 236 30 36 13 4 9 17 109 107 2 10 10

 

固
定
資
産
評
価

  

審
査
委
員
会
委
員

　
　
　
選
任
に
同
意

※令和３年 12月 21日に可決され、令和４年１月７日付で再議に付された議員提出議案１件
　（令和４年２月 21日に、さきの議決のとおり決定した）を含む。


